
 

令和４年度四国ブロックスポーツ少年大会開催要項 

 

1 趣  旨 

 四国各県代表の団員及び指導者の参加のもと、集団生活を行い、スポーツ活動・文化活動・

野外活動・交歓交流活動等を通して、青少年のこころとからだを育てるとともに、スポーツ少

年団活動をより一層促進し、地域における活動の活性化を図る。 

 

2 主  催   

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

四国ブロックスポーツ少年団連絡会議 

 

3 主  管   

公益財団法人 香川県スポーツ協会香川県スポーツ少年団 

香川県スポーツ少年団リーダー会 

 

4 後  援  

 香川県教育委員会 

 

5 期  日 

  令和４年８月７日（日） 

 

6 会  場  

  中野うどん学校 高松校  

 〒７６１－８０８１  香川県高松市成合町８  Tel 087-８４３-４５４５ 

高松市国分寺橘ノ丘総合運動公園内スポーツ施設 

 〒７６９－０１０４  香川県国分寺町新名２０６９－１ Tel 087-８７４-４３１１ 

 

7 参加資格 

（1）団員について 

下記の条件を満たし、令和４年度スポーツ少年団登録者で、各県スポーツ少年団本部長が

推薦する団員 

① 令和４年 4月 1日現在で、小学校 4年生～高等学校 3 年生の者。 

② 集団生活に際し、規則正しい行動のとれる者。 

③ 健康診断等により体育的活動に支障がないと認められた者。 

④ 保護者に大会参加の承諾を得たうえ、通学校長に大会参加の届出を行った者。 

（2）指導者について 

① 団指導の能力に優れ、原則として、スポーツ少年団の理念を学んだ者が望ましい。 

  ② 令和４年度スポーツ少年団登録者で、各県スポーツ少年団本部長が推薦する指導者。 

 

8 参加人員  

 各県８名（ 指導者 1名、団員７名以内 ）以内とするが、他県において団員が７名に満たな

い場合は、開催県より補充することができる。なお、開催県は特別参加として、別に団員７

名以内、指導者 1 名参加することができる。 

 



 
9 参加経費  

参加料･･･無料 

 

１０ 活動内容  

 （１）スポーツ活動  （2）交流活動  （3）野外活動  （4）文化活動 

 

１１ 携 行 品  

（１）スポーツ活動のできる服装（帽子・雨具の用意） 

（２）スポーツタオル・バスタオル・水着・濡れてもよい T シャツ、半ズボン・帽子 

屋外用シューズ（カヌー体験で使用する。濡れてもよいものでかかと止めのないサンダ

ルは不可） 

（３）健康保険証（コピーでも可） 

（４）常備薬 

（５）筆記用具 

 

１２ 参加申込  別紙の参加申込書により 

（１）徳島県・愛媛県・高知県の参加者は、各県で取りまとめ、７月１４日（木）までに、香

川県参加者は、各市町で取りまとめのうえ、７月７日（木）までに、下記あて申し込む

こと。 

（２）申込先   

公益財団法人 香川県スポーツ協会 香川県スポーツ少年団 

〒7６０-０００４ 高松市西宝町２－６－４０ 香川県教育会館４階 

Tel：08７-8３３-１５８０ Fax：08７-8３３-１５８３ 

    Email：suposyo-kagawaken@japan-sports.or.jp 

 

１３ 保  険  大会期間中は、参加者全員を被保険者とする保険に主催者が加入する。 

 

１４ そ の 他  

（１）参加者は各県ごとに指導者が引率し、主催者が指定する場所（JR 高松駅または香川県教

育会館駐車場）および時刻に集合すること。 

（２）新型コロナウイルス感染防止対策について 

  ・体調チェックシートを参加者は全員提出すること。 

  ・マスクを持参のうえ、着用すること。 

  ・当日に次の症状がある場合は、参加を見合わること。 

   （発熱・咳・のどの痛み・倦怠感（だるさ）・息苦しさ・味覚や嗅覚の異常） 

  ・施設および主催者の感染防止対策を遵守すること。 

  ・新型コロナウイルス感染症防止に対応して開催するため、感染状況によりプログラムの

変更または中止となる場合がある。   

（３）参加者は、大会期間中全日程に参加し、早退・その他の自由行動は認めない。 

（４）携帯電話は、期間中緊急の場合を除いて使用してはいけない。 

（５）食事については、うどん体験で作ったうどんを昼食とします。申込書に食物アレルギー

有と記入した者は、別紙「食事制限等調査（保護者記入）」を添付すること。 

（６）各県で参加者の事前打合せ会を実施すること。 

（７）大会参加申込みにかかる主催者が取得した各種個人情報については、個人情報保護の観 

点から、適正に取り扱うものとする。       

この事業は公益財団法人スポーツ安全協会の助成を受けて開催するものです。 

 


